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記号

ごあいさつ
このたびは、バロネス手押ロータリーモア GM50E 型をご購入いただき、誠にあ
りがとうございます。
この取扱説明書は、手押ロータリーモアの正しい取扱方法と正しい調整点検につ
いて説明してあります。
機械をご使用になる前に必ず本書をお読みいただき、十分にご理解の上運転操作
を行ってください。
尚、工場出荷時に十分な試運転・検査を行い出荷しておりますが、機械が本来の
性能を発揮するには、その取扱方法と作業前後の点検・調整・給油などの良し悪
しに大きく影響されます。
いつまでも優れた性能を発揮させ、安全作業をしていただきますようお願いいた
します。

取扱説明書
ご注意

・ 本機のお問合せの節は型式が順次変っている場合がありますので、型式・製造
番号を合せてご通知くださるようお願いいたします。

・ 尚、本書記載事項は、予告無しに変更することがあります。

注意  運転について
この取扱説明書や機械に使用されている警告表示ラベルは、安全確保のための説
明が書かれています。
操作手順や安全注意事項を注意してお読みいただき、十分ご理解の上、この機械
を運転してください。
マークや説明文はきれいに保ち、無くなったり損傷があった場合には、新しいも
のに交換してください。

安全に関する警告について
本機には、 印をつけた警告表示ラベルを貼付しています。

安全上、特に重要な項目を示しています。警告を守り、安全な作業
を行ってください。

 … 取扱説明書
参照

 … 危険マーク
 （手足の巻込み）

 … 警告マーク
 （安全のための衣服）

 … 燃料

 … 危険マーク
 （飛散物）

 … 注意マーク
 （刃物注意）

その警告に従わなかった場合、死亡又は重傷を負
うことになるものを示します。

その警告に従わなかった場合、死亡又は重傷を負
う危険性があるものを示します。

その警告に従わなかった場合、ケガを負う恐れが
ある、または物的損害の発生が予測されるものを
示します。

警告表示について

危険 

警告 

注意 
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 … 危険マーク
 （刃の回転）

 … 注意マーク
 （高温部）

 … 危険マーク
 （火気厳禁）

 … 潤滑油 … 警告マーク
 （排気ガスに注意）

 … 注意マーク
 （はさまれ注意）
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1．各部の名称　GM50E　手押ロータリーモア
	 警告表示ラベル位置
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2．特長
1. 本機は業務用にも使用できるように、エンジンのクランク軸を強くし、ロータ

リーナイフ（フリー刃）にトルクリミッタをつけました。
 又、フレーム・ハンドル・車輪等各部が非常に堅牢にできている小型草刈機で、

軽量かつ構造が簡単で小回りのきく作業ができます。

2. 刈高調節は、ハンドルで最低 2cm ～最高 7cm までスムーズに調節でき、作業
状態に応じた刈高が得られます。

3. ロータリーナイフ（フリー刃）は熱処理を施した特殊強靭鋼で、よく切れ耐久
力があります。

4. ナイフ方式はロータリーナイフ（GM50E）とフリー刃（オプション）の 2 方
式があり、作業条件に合わせて選べます。

5. エンジンは 2 サイクルで、傾斜に強く電子ポイント付のリコイルスタータな
ので始動が容易です。 5．使用前の点検

5-1．オイル点検
① オイルが規定量入っているか。
② オイルが劣化していないか。

5-2．各部の摩擦する部分の注油
ワイヤの出入口、各部の接続部等に常に錆びつかないように注油してください。

6．各部の締付
各部にはボルト止めが多く使われており
ますから、初めの内は使用しますとボル
ト・ナット等の緩みの出る場合がありま
すので増締めをしてください。

参考：トルクレンチがないときは簡易法で下記による測定ができます。
  適正締付トルク（kgf･cm）＝スパナの長さ（cm）× スパナをまわす力（kgf）

（1N･m ≒ 0.1kgf･cm）

4．組立
本機は、梱包・輸送の関係上、ハンドル・スロットルワイヤ・エンジンスイッチコー
ド 8 × 8 及び防護カバーが取外してありますので、必ず組立ててご使用ください。

 … エンジン取扱について
は、ヤマハ汎用エンジ
ン取扱説明書参照

普通ボルト  調質ボルト 
適正締付トルク ɴ・ⓜ（ⓚɡⓕ・ⓒⓜ） 

⓼（⓼₀） Ⓜ⓺
㆒⓼（㆒⓼₀） Ⓜ⓼ 叅⓺（叅⓺₀） 
叅⓺（叅⓺₀） Ⓜ㆒₀ 柒㆓（柒㆓₀） 

標準寸法 

エンジン 

ナイフ方式 

刈　　高 

刈　　幅 

能　　率 

使用場所 

使用最大傾斜角 

総質量（乾燥） 

ɢⓂ⓹₀Ⓔ

全長 ㆒叅⓹ ⓒⓜ　　全幅 柒⓹ ⓒⓜ　　全高 ⓽₀ ⓒⓜ

  ヤマハⓂⓉ㆒㆒₀Ⓥʟ⊖叅Ⓐ・空冷㆓サイクル・₀．㆒₀⓺ʟ（㆒₀⓺ ⓒⓜ 

  最大出力  ㆓．⓼ ⓚⓌ（叅．⓼ ⓅⓈ）／叅，柒₀₀ ⓡⓟⓜ 

  燃　　料  ㆓⓹：㆒ 混合ガソリン 

ロータリーナイフ 

㆓ ⓒⓜ ～ 柒 ⓒⓜ

⓹₀ ⓒⓜ

㆒₀ ～ ㆒⓹ ⓐ／ʰ

ゴルフ場・工場・グランド・公園等 

㆓₀度 

叅⓽ ⓚɡ

フリー刃（オプション） 

フリー刃 

㆕₀ ⓚɡ 

叅） 

3．仕様

※出荷時のエンジン最高回転数は、3,700rpm です。
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7．エンジン始動運転順序
7-1. 警告  エンジン始動・運転方法　　　

エンジン始動前に、ヤマハ汎用エンジン取扱説明書をよく読み十分理解してください。
カバー類が正しい位置にあって破損していないか、機械の周囲に人がいないか、
安全を確認してからエンジンを始動してください。
又、適切な換気装置のない建物内では、エンジンを始動しないでください。

7-2. 注意  エンジン始動について
  本機はエンジン始動と同時にナ

イフが回転しますので、エンジ
ン始動時にはナイフに手や足、
物を近づけないでください。

① スロットルレバーを高速側に少し開く。
※チョークレバーを必要に応じて操作

する。
① エンジンスイッチを ON にする。
② リコイルスタータのロープを引く。

  リコイルスタータのロープを引
くときは必ず片手でハンドルを
握り、機械を固定してください。

7-3．エンジン停止方法
① エンジンスイッチを OFF にする。

8．取扱使用について
8-1．刈高調整

刈高調整は刈高調節ハンドルを右回しす
れば刈高が高く、左回しすれば低くなり
ます。刈高調節範囲は 2cm ～ 7cm になっ
ておりますから、作業状態に合せて調節
し、使用してください。

9. 注意  ナイフの取扱い
この場合 7 ページ 11 項の、メンテナンスの注意を必ず守ってください。

9-1．ロータリーナイフ（GM50E）について
9-1-1．ロータリーナイフの取付け、取外し

ロータリーナイフの取外しは、ナイフ取
付ロックナット（10 ナット 3）及びナイ
フ取付ボルト（10 調質ボルト 40）を緩
めると、ナイフ取付金からロータリーナ
イフが取外しできます。
取付けは逆の順序で行います。

  ロータリーナイフの刃の部分に
は十分に注意してください。

  機体を持上げて作業を行う場合
は確実に固定するよう、必ず適
切な支えを設けてください。

9-1-2．ロータリーナイフの研磨
刃先が減って草の切れが悪くなったり、ロー
タリーナイフのバランスがくずれて振動が
出たときは研磨を行います。
	ロータリーナイフの研磨は刃の部分の減っ
た所をグラインダーで研磨してください。
研磨後、バランス取り装置にナイフを水平
にセットし、水平状態を保てばバランスは
取れています。

注意 注意 

注意 

危険 
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  左右どちらかが下がるとバランスは取れていません。下がる方が重いの
で再度研磨して水平になるようにしてください。

  ロータリーナイフのバランス不良については、9 ページ 15 項の特別保
守点検事項を参照の上、注意事項を必ず守ってください。

  ナイフを研磨するときは保護メガネをし、手袋をつけて作業し
てください。

10. 注意  トルクリミッタの組立
ライニングが摩耗したとき、又はトルクリミッタの構成部品を交換する必要のあ
るとき、分解した後の組立については、下記要領で注意して組立ててください。
この場合 7 ページ 11 項の、メンテナンスの注意を必ず守ってください。
① スプリング押え金にトルクリミッタ用スプリングを入れ、トルクリミッタ用

キー（4 × 4.5 × 25）を組込む。（図Ⅰ、図Ⅱ、図Ⅲ参照）
② エンジン軸にスプリング押え金の端面が当たるまで入れ、キー溝の位置を合せ、

エンジン用キー（5 × 5 × 33 特）を挿入する。
注意 1 ： ＜エンジン用キーの挿入の仕方＞（図Ⅰ参照）
   キーのＲ面をエンジン軸の中心側に向けて、そしてＲ面の方から挿入す

る。キーがエンジン軸の下端部と同じ位置に入るまでハンマーで叩いて
入れること。

③ トルクリミッタ押え金をスプリング押
え金にキーの位置を合せて組込む。

④ ＜ロータリーナイフの場合＞（図Ⅱ参照）
 ナイフ取付金をトルクリミッタ押え金

にはめる。
 ＜フリー刃の場合＞（図Ⅲ参照）
 トルクリミッタ板（フリー刃取付円板

が締付けられたもの）をトルクリミッ
タ押え金にはめる。

⑤ トルクリミッタ取付金をその上にはめます。このときトルクリミッタ取付金
のキー溝とスプリング押え金のキー位置を合せ、トルクリミッタ締付座金と S
ワッシャ（Ｍ 10）とトルクリミッタ締付ボルトにて締付けてください。（図Ⅱ・
Ⅲ参照）

正しく組込まれていれば、スプリング押え金上面にトルクリミッタ取付金が密着
します。

9-2．フリー刃（オプション）について
9-2-1．フリー刃の取付け、取外し

フリー刃の取外しはフリー刃締付ボルト
と 10U ナットを緩めるとフリー刃取付円
板より取外すことができます。取付けは
逆の順序で行います。

  フリー刃の刃の部分には、十分
注意してください。

  機体を持上げて作業を行う場合
は確実に固定するよう、必ず適
切な支えを設けてください。

9-2-2．フリー刃の研磨
刃先が減って草の切れが悪くなったり、フリー刃のバランスがくずれて振動が出
たときは、研磨を行います。
フリー刃の研磨は、刃の部分の減った所をグラインダで研磨してください。
このときフリー刃のバランスを取るために、フリー刃 2 枚の質量は同量であるこ
とを確認してください。

  ナイフを研磨するときは保護メガネをし、手袋をつけて作業し
てください。

  フリー刃のバランス不良については、9 ページ 15 項特別保守点検事項
を参照の上、注意事項を必ず守ってください。

注意 

注意 

注意 

注意 

注意 

注意 

警告 9-2-3．フリー刃の交換
フリー刃が摩耗したら、使用中の 2 枚を同時に新品と交換してください。
又、フリー刃締付ボルト及び10Uナットもフリー刃交換に合せて交換してください。

  絶対に消耗品と新品のフリー刃を同時に使用するような、バランスの悪
い状態で作業しないでください。
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注意 2： ＜トルクリミッタ用キーが正しくキー溝に入り、トルクリミッタが正常

に組込んであるかを確認する方法＞
   トルクリミッタ締付ボルトを 5mm 位緩め、トルクリミッタ用スプリン

グの力でトルクリミッタ取付金又は、ナイフ取付金かトルクリミッタ板
及びトルクリミッタ押え金が持上がってくるのを確認してください。正
常であれば持上がります。

⑥ 正常に組立てられているのを確認できたら、トルクリミッタを再度締付けてく
ださい。

注意 3 ： 注意 トルクリミッタ締付ボルトの締付トルクは、72N・ｍ（720kgf･cm）
です。確実に締付けてください。

⑦ 最後にフリー刃取付円板が水平に取付いているか目視してください。

11. 注意  メンテナンスの注意
・ 実施するメンテナンスを熟知してください。
・ メンテナンスは乾燥したきれいな場所で実施してください。
・ 機械が作動中は、給油やメンテナンスをしないでください。
・ 駆動、作動部分には手足を近づけないでください。
・ 全部品は、良い状態で正しく取付けてください。
・ 損傷部品は直ちに修理、交換してください。
・ 摩耗損傷部品は、交換してください。
・ ゴミやグリース、オイルの付着は取除いてください。
・ メンテナンスをする前には必ずエンジンを切り、エンジンスイッチの位置が

OFF になっていることを確認してください。
・ 機械の改造はしないでください。整備上の必要部品は、安全確保のために純正

部品を使用してください。
・ 機械を持上げて作業する場合は、安全で確実なサポートをしてください。

12. 注意  メンテナンススケジュール（1）

メンテナンス

エ
ン
ジ
ン

本　
　

体

クリーナオイル

◯…点検、調節、補給、清掃　 …交換

クリーナオイル（ほこり多い時）
ガバナ室オイル

燃料
各部ネジの緩み
摩擦部分の注油
防護カバーの取付け
刈草、ゴミ等の除去

使用前
◯

◯

◯
◯
◯
◯

3H毎

●

5H
●

5H毎
◯

10H毎
●

20H

●

50H毎

◯ ●
（最初）

（最初）

 … ヤマハ汎用エンジン
取扱説明書参照
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⑤ 機械使用 5 時間くらいで一度エンジンのシリンダヘッド締付ボルトに緩みが
ないか確認し、増締めを行ってください。シリンダヘッド締付ボルトに緩み
が出ますとガスケットが吹抜けますので、前記増締めを行ってください。締
付トルクの規格はトルクレンチで 20N･m（200kgf･cm）です。

⑥ 長い間使用しない場合には、燃料タンクとキャブレータの燃料を全部抜いて
ください。

⑦ 運転中及び運転停止直後に、カバーやマフラに触れないでください。やけど
をする危険があります。

14-2. 危険  燃料取扱上の注意
・ 燃料補給時は、火気厳禁です。
 （すべての裸火やタバコを消してください。）
・ 補給は屋外で、エンジンを停止しエンジンを冷やしてから行ってください。
・ 火災を防ぐため、機械は常にきれいに保ちゴミの堆積、グリース ･ オイルの

付着がないようにしてください。
・ こぼれた燃料は、きれいに拭取ってください。

13. 注意  メンテナンススケジュール（2）
安全作業を行うために、ロータリーナイフ・フリー刃関係の点検調整を下記事項に合せて行ってください。

 … エンジンについては、ヤマハ汎用エンジン
取扱説明書を参照してください。

25
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① エンジン燃料は 25：1 の混合ガソリンを使用してください。
② エアークリーナには油量線までオイルを入れ、オイルクリーナカバーの布袋を

かぶせておいてください。クリーナオイルは使用前及び 5 時間毎に点検補給
を行い、オイル交換は最初 5 時間で全量交換し、その後 10 時間毎に交換をする。
特にほこりの多い場所で使用する場合には、15 項特別保守点検事項を参照の
上、注意事項を必ず守ってください。

③ 調速機（ガバナ）室オイルは自動車用エンジンオイル（SAE#30）を使用し、
オイル量は 0.225L です。オイル交換は最初 20 時間で全量交換し、その後は
50 時間毎に点検交換を行ってください。

④ 草ぼこりがリコイルスタータ等エンジン各部につまると、空冷エンジンですの
でエンジン過熱の原因となりますから注意して取除いてください。

14．エンジンについて
14-1. 注意  エンジン取扱上の注意事項

点　検　箇　所

ロータリーナイフ

フリー刃

ナイフ取付ボルト及び
ナイフ取付ロックナット
フリー刃締付ボルト及び
10Uナット

トルクリミッタ締付ボルト

その他ナイフ関係部品

点　検　事　項
ロータリーナイフの摩耗等

ロータリーナイフのバランス

フリー刃の摩耗等
フリー刃のバランス

ボルトの締付トルク

ボルトの締付トルク

ボルトの締付トルク

締付状態
変形、折損等

判　　定　　方　　法
目視により、片減り、異常摩耗等ないこと
ナイフバランス取り装置に取付けロータリーナイフが水平に止まること
ロータリーナイフに異常がないかハンマー打音により確認
目視により、片減り、異常摩耗等ないこと
２枚のフリー刃の質量を測定し同量であること
トルクレンチで測定して基準トルクであること
部品が正常に取付いているかハンマー打音により確認
トルクレンチで測定して基準トルクであること
部品が正常に取付いているかハンマー打音により確認
トルクレンチで測定して基準トルクであること
部品が正常に取付いているかハンマー打音により確認
トルクリミッタ関係部品が正常に取付いているかハンマーの打音により確認
目視にて異常なきこと、必要に応じてハンマー打音により確認

点検時期
始業前

振動がでたとき

始業前
振動がでたとき

始業前

始業前

始業前

始業前

25
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・ 安全のため、機械に巻込まれないきちんとした衣
服、作業に適した保護具・メガネ・靴・ヘルメット・
手袋等を着用してください。

 （前かけ、腰タオル等、特に長いヒモ類は巻込ま
れたり、引掛かったりする恐れがあり危険です。）

・ 緊急時への対応として消火器・救急箱等の準備や、
連絡手段を確保してください。

16-4. 注意  傾斜地作業の注意
・ 傾斜地で使用する場合は、上下方向でなく、横方向（等高線方向）に作業を行っ

てください。また、本機の使用最大傾斜角度は 20 度です。これを越える角度
の傾斜地では使用しないでください。

15．特別保守点検事項

新品  交換 

16．使用上の注意事項
16-1. 注意  機械使用前の準備

・ 機械の使用前と後には必ず点検・整備をしてください。
・ 機械を運転する前に警告表示ラベルや取扱説明書を熟読し、機械操作を十分理

解してから運転してください。
・ 防護カバー等の防護部品は、使用者の危険を防止するものです。破損の場合は

交換し、所定の位置に必ず取付けてください。

16-2. 危険  回転物の注意   
  本機はエンジン始動と同時にナイフが回転しますので、エンジン始動時

にはナイフに手や足、物を近づけないでください。

警告 
① 振動がでたら必ずロータリーナイフのバランスを取ってください。振動が出た

まま作業すると作業の安全性を欠くと共に機械が壊れます。
② フリー刃が摩耗したら 2 枚を同時に交換してください。片減り等でバランス

が狂うと振動が出て作業の安全性を欠くと共に機械が壊れます。
 又、フリー刃締付ボルト及び10Uナットもフリー刃交換に合せて交換してくだ

さい。
※ ロータリーモアは、クリーナの管理不良とナイフのバランス不良がエンジン及

び本機故障や、事故発生の原因となります。くれぐれも注意してください。
	 右図の様に異常な状態になったら交換

してください。
参考：乾燥した土や砂を含んだ場所での使

用はナイフの摩耗が早いため、頻繁
に点検してください。

注意 
① エアクリーナには油量線までオイルを入れ、クリーナカバーの布袋をかぶせて

置いてください。クリーナオイルは常時点検、交換して使用するが、特にほこ
りの多い所で使用する場合はクリーナオイルを 3 時間毎に交換し、エンジン
を摩耗から守ってください。

・ 作業やメンテナンス中、ナイフ等回転している部分は危険ですので、手、足や
物を入れたり、触れたりしないでください。

・ 石、針金、棒切れ等の障害物は、ナイフの損傷、飛散物の事故等の原因になり
ますので取除いてから使用してください。

 万一、障害物がかみ込んだ場合は、エンジンを停止し、駆動部が完全に停止し
てから取除いてください。そして、機械の損傷を確認し、壊れている場合は直
ちに修理してください。

・ 運転中、まわりに人がいないか、破損する恐れの物がないか確認し作業してください。
・ ナイフのバランスが狂うと振動が出て非常に危険であり、機械も壊れますので

バランスを取るかナイフを交換してください。

草刈機は、刃物を回転させる機械で、振動、傾斜、ほこり等、使用条件が過酷な上に、
使用する場所、障害物、草の条件等いろいろありますから、使用者は機械の点検
整備の徹底をはかり、機械操作の熟練に努め、自己の安全を図ると共に、他人に
危害を及ぼさないように、正しく機械を使って安全第一に作業されることをメー
カーとして強く要望します。

17．安全作業について

・ 運転中及び運転停止直後にマフラやエンジン等に触れないでください。
 ヤケドをする危険があります。

17-1. 警告  安全のための衣服について

16-3. 注意  高温部の注意 

危険 
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17-3. 注意  機械の改造禁止
機械の改造はしないでください。部品及び油脂類の交換をするときは、当社が指
定するものを使用してください。機械の改造や、当社指定以外の部品などを取付
けて運転すると、機械の損傷や傷害事故を招くことがあります。

17-4. 警告  マフラ・エンジン回りのごみは取除く
エンジン冷却風入口、エアクリーナ空気取入口、マフラ、エキゾーストパイプ部
に刈取った草などの異物がたまりますと、エンジン不調、オーバーヒートなど火
災の原因になりますので、すみやかに作業を中断し、過熱部が十分冷めるのを待っ
て取除いてください。

17-5. 注意  機械を他人に貸すとき
機械を他人に貸すときは、取扱説明書に記載されている安全上の注意事項や取扱
要領が分らないため、思わぬ事故を起こすことがあります。取扱方法をよく説明
し、取扱説明書を渡して使用前にはよく読むように指導してください。

17-6． 警告  夜間走行・作業の禁止
夜間や天候不良など視界の悪いときは走行・作業をしないでください。

 バロネス　手押ロータリーモア
  GM50E パーツカタログ

※ 部品注文について
 本パーツ表の部品は電算機にて管理しておりますが、誤送の原因ともなります

ので、部品注文の祭は必ずカタログ番号、コード番号、部品名称でご注文くだ
さい。

（例）
 カタログ番号 コード番号 部品名称 数量
 １－１ GM50E－－0150Z0 ロータリーモアフレーム Ass'y 1

17-2. 警告  こんなときは運転しない
・ 疲れているときは機械を使用しないでください。もし、機械使用中に疲れた場

合は、作業を中断し休憩してください。
・ 病気の人、酒を飲んでいる人、薬物の影響のある人は機械を使用しないでくだ

さい。視覚や敏しょう性、判断力に影響を及ぼします。
・ 機械操作に不慣れな場合は、取扱方法や安全注意事項をよく理解してから機械

を使用してください。又、子供には使わせないでください。

18．長期保管について
・ エンジンについては、ヤマハ汎用エンジン取扱説明書を参照してください。
・ 本機をきれいに清掃し、各摺動部にグリース及びオイルを注油してください。
・ ボルト・ナットの緩み、脱落を点検してください。もし緩み、脱落があれば増

締めや補修をしてください。
・ その他各部の不具合箇所、塗装のはげ落ちた箇所は整備してください。
・ 乾燥したほこりのない、平坦な場所にカバー等をかけて保管してください。
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第 1 図　シリンダ・クランクケース
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第 2 図　クランクシャフト・ピストン
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第 3 図　ガバナ
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第 4 図　エアシュラウド・スタータ
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第 5 図　インテーク
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第 6 図　エキゾースト
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第 7 図　フューエルタンク
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第 8 図　ゼネレータ
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